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序論 

１．後期基本計画の策定趣旨と計画期間 

本市は、令和３（2021）年３月に第６次綾部市総合計画を策定し、時代の流れに合わせた市政運

営を行ってきました。同計画は令和３（2021）年度から令和 12（2030）年度までの 10 年間の計画

で、全期間を見通した基本構想と、前期５年間（2021～2025年度）に係る基本計画が定められてい

ます。 

前期基本計画期間においては、依然として、東京圏への人口集中に歯止めがかからない状況で、

新たな感染症の発生など人口集中による弊害が露呈し、人々のライフスタイルや意識が大きく変化

する中、人口減少社会への適応策として、デジタルの力等を活用した地方創生が加速化するなど、

地方自治体を取り巻く環境は大きく変化しました。 

本市においても、移住定住促進施策等により、令和４（2022）年から３年連続で社会動態がプラ

スとなるなど、更なる持続可能性のあるまちづくりを進める必要があります。 

今回、前期基本計画の計画期間が令和７（2025）年度末で終了するに当たり、将来都市像の着実

な実現、さらには持続可能なまちづくりの実現に向けて、令和８（2026）年度からの第６次綾部市

総合計画後期基本計画（以下、「本計画」とする。）を策定します。 

 

和暦 

（年度） 
令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 令和 10 令和 11 令和 12 

西暦 

（年度） 
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 

総合 

計画 

基本構想 （10年間） 

前期基本計画 後期基本計画 

 

【第６次綾部市総合計画基本構想の概要】 

  

本市では、市民と行政、市民同士の緊密な連携のもと、市民一人ひとりが幸せに暮らせ

るまちづくりを進めています。 

本市の財産である「豊かな自然」と「市民の温かさや地域を愛する熱意」を生かし、市

民や企業等、本市に関わる人々がともにまちづくりを進めることを目指し、将来都市像と

して「一人ひとりの幸せをみんなで紡いで実現できるまち…綾部」を掲げています。 

この将来都市像の実現に向け、「医・職・住」の充実、即ち地域医療、介護・福祉・子育

て支援、雇用促進、農林業・商工業・観光振興、安全・安心、住環境・社会インフラ整備、

教育への取組を進めるとともに、市内外への情報発信を重点的に行うことを掲げていま

す。 

さらに、将来都市像の実現に向け、綾部市市民憲章 

の６つの目標（柱）に基づき、分野ごとの施策を展開 

することとしています。 
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２．時代の潮流と本市を取り巻く状況 

人口減少や少子化の進行、激甚化・頻発化する自然災害、世界情勢等に端を発した原油・原材料・

物価高騰問題など、社会経済や地域を取り巻く環境は大きく変化し、不確実で不透明な時代に直面

しており、本市においても、今後のまちづくりを見据え、以下のような社会的潮流を踏まえた対応

が求められています。 

１．人口構造の変化 

少子高齢化が深刻化し、生産年齢人口の減少、社会保障費の増大等が懸念されています。地方で

は若者の都市部流出による人口減少が加速しており、人口減少と少子高齢化が地域活力や社会経済

活動の縮小を招くことが危惧されます。また、在住外国人が増加する中、多文化共生の取組が重要

です。 

２．ライフスタイルの多様化 

価値観や生活様式の多様化が進み、個人の選択と自己実現を重視する傾向が強まっています。男

女共同参画社会の進展やテレワークの普及により、働き方や生活スタイルが変化しており、多様な

価値観や個性を尊重し、支え合える社会の構築が求められています。 

３．国を挙げた地方創生の取組 

地方の人口減少と地域経済の縮小に対応するため、国の地方創生戦略が展開されています。デジ

タル技術を活用した地域課題の解決やデジタル人材の育成等が推進されており、地方創生 2.0では、

地域の関係者が知恵を出し合い、地方創生施策を推進する方向性が示されています。 

４．環境問題と持続可能性 

気候変動や環境問題への対応が重要であり、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成に向けて、

環境保護と経済発展の両立が求められています。ゼロカーボンシティの実現に向け、再生可能エネ

ルギーの利活用の促進や循環型社会の構築等、地域特性を生かした環境政策の展開が重要です。 

５．災害への備え 

近年の自然災害の頻発化・激甚化、また、社会情勢の変化に対応するため、防災・減災対策の更

なる推進が求められています。能登半島地震をはじめとする災害を教訓に、インフラ整備の充実や

住民への防災啓発、要支援者への避難支援体制の構築等が求められています。 

６．公共施設等の維持管理 

高度経済成長期に整備された公共インフラの老朽化が進み、維持管理・更新費用の増大が課題と

なっています。人口減少を見据えた公共施設の最適化や長寿命化、効率的な維持管理が求められて

おり、施設の複合化や統廃合、民間活力の導入等が検討されています。 

７．地域福祉の推進 

人口減少と少子高齢化に加え、核家族化や高齢者世帯の増加が顕著であり、世帯や個人が抱える

課題が複雑化しています。地域福祉の推進により、支え合いながら住み慣れた地域で暮らし続けら

れる社会の創造が重要となっています。 

８．デジタル化の進展 

ＡＩやロボット、ＩｏＴ等の先端技術を活用した地域課題の解決が期待されています。デジタル

技術を活用した行政サービスの推進や行財政運営の効率化等により、誰もがデジタルの恩恵を受け

ることで、より良い生活が送れる社会の構築が求められています。 
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３．綾部市の人口の推移 

 

本市では、市政施行の昭和 25（1950）年の 54,055人をピークに人口減少が長期的に進行し、

令和２（2020）年には 31,846人と約 41％の減少となりました。 

第６次総合計画では、令和元（2019）年に改定した人口ビジョンを踏まえ、将来人口フレーム

を約 30,000 人と設定しています。一方で、国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、令

和 22（2040）年には 24,160人、令和 42（2060）年には 17,342人まで減少する見込みです。 

こうした中、長期的な視点で出生率や移動率の改善に取り組むことで、令和 47（2065）年時点

では人口減少を約 6,500人抑制し、22,255人程度を維持することを目指しています。 

 

■綾部市の人口推移と将来推計人口（昭和 25（1950）年～令和 47（2065）年） 

 
資料：1950年～2020年：総務省「国勢調査」 

2025年以降：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」 
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４．市民等のニーズ 

１．市民意見交換会からの主な意見 

・共働き世帯の増加により、地域交流や自治会参加が困難。出会い支援や産後ケア、自治会運営の

見直しが必要とされている。 

・空き家活用や女性・移住者の参画を促す仕組みづくりが求められている。 

・外国人移住者への支援体制や情報提供の強化が必要。窓口対応や子育て支援の体制充実の声が挙

がった。 

・交通支援や病院の待ち時間表示、選挙の効率化等の身近な課題解決を期待する声が挙がった。 

２．高校生意見交換会からの主な意見 

・多くの生徒が進学や国家資格取得等、将来に向けた前向きな希望を持っている。 

・一人暮らしや進学に伴う経済的・生活的な不安が多数挙がった。 

・自立や定住を支える環境整備や、心理的支援体制への期待も見られた。 

３．市民意識調査（16歳以上）からの主な意見 

・「住み続けたい」が 63.3％と最も多く、40歳未満では「市外に住みたい」割合が高い。 

・「住み慣れていて愛着がある」「自然環境が良い」「土地・家督を継ぐため」が主な定住理由と

なっている。 

・住みたくない理由は「交通の便が良くない」「買物や通院が不便」「公共施設が充実していない」

等が挙がっている。 

・「公共交通の充実」「医療体制の充実」「商工業の振興と雇用促進」等が、満足度が低く重要度

が高い施策となっている。 

・地域幸福度の主観指標では「地域とのつながり」「健康状態」「自然の恵み」が高い。 

４．中学生意識調査からの主な意見 

・62.8％が「綾部は住みやすい」と回答。また、「自然が豊か」「家族や友人との関係がよい」「住

み慣れていて愛着がある」がその理由となっている。 

・一方で、６割以上が「綾部に住み続けたいとは思わない」または「わからない」と回答しており、

「買物する場所が少ない」「都会にあこがれがある」「働く場が少ない」等がその理由となって

いる。 

・本市のイメージは「自然が豊かなまち」「治安の良いまち」「歴史・伝統が息づくまち」が上位。 

５．企業従業員（市外在住）意識調査からの主な意見 

・「将来住みたいか」に対し「どちらともいえない」42.4％、「住みたくない」41.9％となってお

り、住みたくない理由は「買物や通院が不便」「まちに活気がない」「交通の便が良くない」割

合が高い。 

・本市のイメージは「自然が豊かなまち」「ものづくりのまち」「治安のよいまち」が上位。 

・人口減少対策として「子育て支援」「若者雇用」「商業・観光振興」が上位に挙がった。  



 

6 
 

 

５．前期基本計画の主な成果 

第６次綾部市総合計画前期基本計画の計画期間である、令和３（2021）年度から令和７

（2025）年度までの５年間において、以下の総合的な課題への対応をはじめとして、各種施策に

取り組み、一人ひとりの夢や希望を実現できるまちづくりを進めました。 

１．市民の健康な暮らしを守る 【医】 

• 複雑化・複合化した課題を抱えた世帯や潜在的な支援ニーズを抱える人や世帯へ必要な支援が

届くよう包括的な相談支援と地域づくりを行う重層的な体制整備の検討を開始 

• 成年後見制度を必要とする方が利用できるよう、綾部市成年後見支援センター（こうけん・あ

やべ）を設置し、制度の周知や相談しやすい体制を整備 

• 生活困窮者に対して食料品や生活物資を支給し、困窮課題に応じた相談支援窓口につなぐ「ラ

イフラインバンク」事業を支援 

• 母子保健情報の管理等ができる母子手帳アプリ「あやっこナビ」を導入 

• 全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を実施するこども家庭センターを整備 

• 子どもの遊び場や地域子育て支援機能の充実を図り、子どもの健全な育成を支援する地域子育

て支援拠点施設「あやっこひろば」を整備 

• 少子化対策や定住促進を図るため、新婚世帯や子育て世帯の経済的負担に対する支援を実施 

• 病気や病気の回復期の児童等を一時的に預かる病児保育を実施 

• 発達に支援が必要な子どもやその家族に対し、切れ目のない支援を提供できる体制の強化・充

実を図るとともに、総合的に支援するこども発達支援施設「あいむ」を整備 

• 障害のある人が住み慣れた地域で生活できるようグループホームなどの整備を支援するとも

に、基幹相談支援センターの設置や相談支援専門員の増員により相談支援体制を強化 

• 市民の健康づくりに活用できる健幸サポートアプリ「ＡＹＡＴＯＣＯ」を導入 

 

２．誰もが活躍できる雇用の確保 【職】 

• 担い手への農地の集積、集約を加速させるため、大区画化等の基盤整備を促進 

• 持続可能な地域農業の推進と農業経営力の向上を図るため、認定農業者の経営を発展させる取

組を支援 

• デジタル技術の導入による農作物生産の作業性と生産効率の向上を促進 

• 安全な暮らしにつながる山林の適正な管理に努め、土砂災害等の防止に資するため、個人や林

業経営体による森林整備等を支援 

• ものづくり企業等が行う雇用・定住促進、販路拡大、生産性向上等の取組を支援 

• 市内事業所の情報に特化したホームページ「ジョブタンあやべ」を整備し、若者の地元就労と

定住促進のための情報発信を強化 

• 地域交流センターを整備することにより、地域住民や市内企業、各種団体等の活動を支援 

• 公共交通のドライバー不足対策として、受験資格特例教習補助金や公共交通人材確保補助金に

取り組む協議会の活動を支援 

 

３．人口減少社会への対応と暮らしの安全・安心の確保 【住】 

• 綾部市人権尊重のまちづくり条例を制定 
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• パートナーシップ制度の創設など、一人ひとりの尊厳と人権が尊重されるまちづくりを推進 

• 大規模災害時の避難所体制強化を図るため備蓄物資・防災倉庫及びトイレトラックを整備 

• 原子力災害等に備えた避難路確保のため、ヘリポート及び小浜綾部線（大町バイパス）の整備

を促進 

• 市街地への越水防止対策として由良川堤防（並松地区）の整備を促進 

• 西部地域における地域防災力の強化及び行政サービスの利便性向上を図るため、消防防災拠点

施設と地域振興支援センターを整備 

• 舞鶴市と共同で「はしご自動車」を整備 

• 災害現場において事態の早期収束を図るため、ドローンを活用した情報収集体制を確保 

• 市民団体等の新たな活動拠点として「ハート交流センター」を整備 

• 消防・救急体制の充実を図るため、京都府中・北部地域の６消防本部・組合で共同運用する消

防指令センターを整備 

• 2050年までに二酸化炭素排出を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」の推進 

• 高齢者が安心して生活できるよう、ごみ出し支援やスマホ教室などを実施 

• 里山交流研修センターの施設機能の充実を図るとともに、農村都市交流を推進 

• 府内で初めて、地域の様々な仕事への人材派遣を行う特定地域づくり協同組合を設立 

• 国道２７号の道路拡幅（肥後橋改修含む）・歩道拡幅整備を促進 

• 歩行者や車が安全で快適に移動できるよう、宮代豊里線（井倉踏切）や上野試験場線を整備 

• 市民活動や憩いの場となり、様々な世代が集い新たなふれあいやにぎわいを生み出す都市公園

「あやパーク」を整備するとともに、平和を象徴するモニュメントを設置 

• 交通空白地有償運送に対する支援など、地域交通の確保対策を推進 

 

４．次代を担う子どもの育成 【教育】 

• 学力の向上を目指し、タブレット端末の効果的な活用や英語４技能テスト導入、認知・非認知

能力を一体的に育成する研究を推進 

• 校内教育支援センターを大規模校に設置し、不登校や教室に入りにくい児童生徒の学びの場を

確保 

• 部活動地域移行に取り組み、多様な活動を体験できる機会を提供 

• エレベーターや多目的トイレの設置等、学校施設のバリアフリー化を推進 

• 保護者の利便性向上や教職員の働き方改革の推進のため、保護者連絡システムを導入 

• 小規模特認校制度の導入に向けて制度設計と市民への周知を実施 

• 市民に親しまれ気軽に利用できる図書館を整備 

 

５．市の魅力向上と効果的な情報発信 【情報発信】 

• 地域情報アプリの構築や、市議会のライブ中継の拡充等、誰もが等しく行政・防災・地域情報

を取得できる体制を確保 

• 市史をまとめたことにより、ふるさとへの誇りを育み、郷土愛の醸成を促進 

• 黒谷町に無形文化財である黒谷和紙の生産施設と体験機能を持つ新拠点施設の整備に着手 

• 「あやべ水源の里トレイルラン」を契機とした地域のにぎわいづくりとスポーツ観光を推進 

• ドラマ「アリスさんちの囲炉裏端」のロケ地誘致により観光振興を推進 

• あやべ地域交流大使の委嘱による地域の魅力発信 
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６．後期基本計画の取組方針 

後期基本計画では、前期基本計画の成果と課題、市民アンケート等を踏まえた上で、引き続いて

基本構想の示す将来都市像、施策の大綱に基づいてまちづくりを進めます。 

 

１．まちづくりの新たな発想 

これまでから取り組んできた移住・定住施策をはじめ、結婚・妊娠・出産・子育てが安心してで

きる環境づくりや住みたくなるまちづくり等、人口減少の「緩和策」を展開するとともに、外国人

材の活用やジェンダーギャップの解消、デジタル技術の活用、他自治体や大学等、官民問わず様々

な団体との連携等、人口減少社会への「適応策」を講じることによる持続可能性のあるまちづくり

が求められています。人口が減少しても市民の生活水準・ウェルビーイングの維持を目指して賢く

縮むという考え方（スマートシュリンク）を取り入れながら、これらの施策を総合的に展開するこ

とで、「一人ひとりの幸せをみんなで紡いで実現できるまち」の実現を目指します。 

 

２．総合的な課題 

本市の現状を踏まえ、前期基本計画に引き続き５つの総合的な課題を次のように設定します。 

 

課題１ 医 市民の健康な暮らしを守る  

高齢者が生きがいを持ち、健康な生活ができる環境や、出産や子育てにきめ細かに対応するなど、

誰もが安心して出産、子育てできる環境の整備、さらに子どもから高齢者まで、市民の生活を守る

支援体制や地域医療・福祉の充実が求められています。 

 

課題２ 職 誰もが活躍できる雇用の確保 

年齢や性別、障害の有無などにかかわらず、一人ひとりの希望に応じた柔軟な働き方を選択でき

るとともに、地域社会の誰もが力を発揮し、互いに支え合うことで、住み慣れた地域で健やかに暮

らし続けることができるまちづくりが必要です。 

 

課題３ 住 人口減少社会への対応と暮らしの安全・安心の確保 

移住定住促進など人口減少の緩和に努めるとともに、ＪＲ綾部駅を中心とする中心市街地と各地

域拠点を公共交通ネットワークで結ぶことにより市民等の移動利便性を高め、人口減少社会に適応

できるようなまちづくりを進めることが重要です。 

また、連携と協力による防災・減災対策の推進に加え、脱炭素社会や多文化共生社会など時代の

変化を踏まえつつ、一人ひとりの尊厳と人権が尊重され、誰もが安心して暮らせるまちの実現が求

められています。 

 

課題４ 教育 次代を担う子どもの育成と生涯学習機会の確保 

本市がこれまで掲げてきた３つの教育（ふるさと教育・キャリア教育・国際理解教育）の更なる

推進とともに、認知・非認知能力の一体的な育成により、新しい時代に必要となる資質・能力を身

に付け、確かな学力を育む教育の推進が望まれています。 
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少人数による学習で特色ある教育活動を推進するなど、より良い学びの場を児童や保護者が選択

できることが求められています。 

また、幼児期から高齢期までさまざまな場面で、生涯にわたる学習機会の確保が求められていま

す。 

 

課題５ 情報発信 市の魅力向上と効果的な情報発信 

本市の豊かな自然、歴史や伝統が息づくまちとしての強みや魅力に磨きをかけるとともに、全国

に先駆けて宣言を行った「世界連邦宣言第１号都市」をはじめ、「水源の里」「移住立国プロジェク

ト」といった他の自治体にはない独自の取組やその魅力を生かした地域活性化の施策の推進が求め

られています。 
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基本計画 

 

基本目標１ 平和をねがい、祈りのあるまち 

 

１ 人権尊重社会の実現 

綾部市人権尊重のまちづくり条例の理念に基づき、多様性や違いを認め合い、一人ひとりの尊厳

と人権が尊重され、誰もが安心して心豊かに暮らしていける共生社会の実現を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

綾部市は、人権が尊重された豊かなまちになっ

ていると思う人の割合（５年ごとの実施） 
％ 31.9 

50.0 

（R10） 

登録型本人通知制度登録者数 人 711 1,300 

人権に関する啓発活動や講演会等への年間参

加者数 
人 2,181 2,600 

人権福祉センター各種講座参加者数（年間） 人 3,880 4,500 

施策 

①人権擁護の推進 

・いわれのない人権侵害に対して国・京都府・近隣市等と連携し、迅速かつ適切に対応 

・人権擁護委員による人権相談等、各種相談を充実・実施 

・インターネット上の人権侵害に対して、モニタリングによる監視と情報流通プラットフ

ォーム対処法に基づく対応を迅速かつ適切に実施 

・登録型本人通知制度の周知と登録者数の増加を図り、住民票や戸籍の証明等の不正請求

を抑止 

②人権教育・啓発の推進 

・同和問題（部落差別）をはじめとする様々な人権課題の解決に向けた人権教育・啓発を

推進 

・学校、家庭、地域、企業と連携し、人権感覚を身につけられる取組を推進 

・人権意識の高揚を図るため、人権講演会やセミナー等を開催 

・公民館等で行われる地域活動の機会を利用し、自主的に取り組める仕組みづくりを支援 

・相談体制や地域交流事業を充実し、開かれた親しみやすい人権福祉センターを運営 

・綾部市人権教育推進連絡協議会、部落解放・人権政策確立要求綾部実行委員会等、市民

団体の活動を支援 
 

 

基本目標１ 平和をねがい、祈りのあるまち 
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主な関連個別計画 

■綾部市人権教育・啓発推進計画「人権かがやきプラン」  
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２ 平和の発信と国際交流 

昭和25年10月14日、国内初の世界連邦都市宣言を行った都市として、市民の平和を愛する心を育

みます。 

また、国際交流を通じて、より多様で個性的なまちづくりを目指すとともに、市内在住の外国人

が急増する中で多文化共生の推進を図ります。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

綾部市民平和祈願の集い参加者数 人 100 150 

世界連邦推進綾部市小・中学生ポスター・作文

コンクール応募数 
点 340 350 

地域における日本語教室等参加者数（年間） 人 850 1,100 

施策 

①世界連邦の推進 

・世界連邦宣言第１号都市として、世界連邦運動をはじめとする平和の取組や出前講座等

を通じた意識啓発・情報発信を推進 

・市民主体で行われる平和啓発イベントを支援 

②国際交流の推進 

・中国・常熟市等との友好交流を推進 

・綾部国際交流協会をはじめとする関係機関等との連携強化を図るとともに、国際交流活

動や日本語教室の開催、やさしい日本語の普及等により多文化共生のまちづくりを推進 
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３ 防災対策の推進 

頻発化・激甚化する自然災害による被害を軽減するため、防災・減災対策事業の推進や防災関係

機関等と連携した危機管理体制の強化を図るとともに、防災訓練を実施する等、市民の防災・減災

意識を高める取組を推進します。 

また、市民・事業者・行政が一体となって「自助」「共助」「公助」による防災力の強化を図る

とともに、災害に強いまちづくりを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

防災座談会等の開催数（５か年累計） 回 
88  

(R2～R6) 
125  

避難行動タイムライン作成組織数（累計） 組織 56 116 

急傾斜地崩壊対策事業・砂防対策事業新規実施

箇所数（累計） 
か所 ２ ５ 

木造住宅耐震診断補助実施数（累計） 件 322 440 

木造住宅改修補助件数（累計） 件 180 240 

施策 

①防災体制の強化 

・災害の予防活動や応急対策等、防災・減災体制を強化 

・防災関係機関等と平常時から情報共有を行い、連携体制を強化 

・防災行政無線やＪアラートなど、情報伝達体制を充実 

・避難所の備蓄物資の充実及び災害時のトイレ対策を強化 

・自治会や自主防災組織と連携し、地域防災力の向上を推進 

・訓練や研修、啓発冊子の配布等を通じた市民の防災意識の普及啓発 

・テロ攻撃、武力攻撃等に対する適切な対応を推進 

・綾部市災害ボランティアセンターと連携し、訓練や研修会を実施 

・学校・幼稚園・保育所等において、様々な災害を想定した避難訓練を実施 

・災害発生時には防災関係機関をはじめ、自治会や自主防災組織、災害ボランティアセン

ター等と連携し、総力をあげて災害復旧・復興に対応 

・災害時に支援を必要とする障害のある人や高齢者等について、あんしんカード（避難行

動要支援者名簿）の活用により、地域支援者との連携による避難体制を強化するととも

に、特に優先度の高い要支援者について、個別避難計画を作成 

・農業用ため池の適切な管理とハザードマップの活用による地域住民の防災意識向上を推

進 
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②災害予防対策の推進 

・急傾斜地崩壊対策事業や砂防対策事業等による避難所や民家の安全対策を促進 

・森林災害を未然に防ぐため、治山事業と森林経営管理制度や京都府豊かな森を育てる府

民税を活用した林地の保全を推進 

・違法伐採防止の啓発と適正な林地開発指導を実施 

・原子力災害時における避難路（小浜綾部線、上杉和知線、舞鶴和知線、綾部美山線等の府

道）の拡幅整備及びヘリポートの整備を促進 

・由良川堤防改修（並松地区）の早期完成と越水対策工事等を促進 

・京都府管理河川について、必要な河川改修及び治水対策を促進 

・内水被害の軽減を図るため、総合的な雨水対策を推進 

・老朽化の農業用ため池を改修するとともに、利用されていない場合は廃池を推進 

③建築物の防災対策 

・木造住宅耐震診断士派遣事業や木造住宅耐震改修費補助事業の利用促進に努め、住宅等

の耐震化を促進 

・公会堂等の耐震診断や耐震改修工事補助による耐震化を促進 

・生活環境に悪影響を及ぼすおそれのある空き家等の対策を推進 
 

主な関連個別計画 

■綾部市地域防災計画及び綾部市水防計画 ■綾部市国土強靭化地域計画 

■綾部市国民保護計画 ■綾部市災害時受援計画 

■綾部市業務継続計画 

■綾部市空家等対策計画 

■綾部市公共下水道雨水対策基本計画 

■綾部市建築物耐震改修促進計画 
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４ 消防・救急体制の充実 

市民の生命、身体及び財産を守るため、火災や事故、自然災害、救急業務に対し、計画的な人材

育成や消防資機材の整備を図るとともに、関係機関との連携や市民との協働による消防救急体制の

確立に努め、安全・安心なまちづくりを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

事業所・自治会による訓練実施回数（防火座談

会を含む）（年間） 
回 141 200 

各訓練・行事参加消防団員数（年間） 人 2,973 3,000 

綾部市消防団応援の店登録件数 件 116 130 

救命講習受講者数（累計） 人 15,020 16,800 

施策 

①防火安全対策の推進 

・保健福祉関係者を対象に防火指導員養成講座を開催し、高齢者等の防火安全対策を強化 

・学校、幼稚園、保育所等で防火教室を開催し、火災予防啓発を推進 

・住宅用火災警報器の設置や維持管理について普及・啓発を推進 

・事業所、自治会等と連携し、防火訓練や防火座談会を行い、地域の防火安全対策・体制を

強化 

・防火防災協会や危険物安全協会等、関係機関との連携による防火・防災力を強化 

・少年少女消防クラブの活動を通じ、火災予防思想の普及や防火意識の高揚を図り、安全

なまちの担い手を育成 

・防火水槽等の消防水利を計画的に整備 

・法令で義務付けられた消防用設備等が未設置の不特定多数の方が利用する施設につい

て、利用者の安全確保と違反是正を推進 

・警察、自治会、消防団と連携し野焼き火災対策の啓発活動や指導を実施 

②消防本部体制の強化 

・各種教育訓練を実施し、高度な専門知識や消防技術、現場対応力を向上 

・消防車両や資機材等、消防施設・設備を計画的に整備 

・火災や自然災害等に迅速かつ安全に対応できるよう、装備や消防本部体制を充実 

③消防団体制の確保 

・消防団、地域、行政が一体となり、消防団員の入団促進に努め、消防団体制を確保 

・重機操作等の特殊な技能を持つハイパー消防団員を充実 

・女性消防団員による広報活動や各種講習等の活動を推進 

・消防団施設や消防団車両等の整備・更新を計画的に推進し、自然災害にも対応した消防

団装備を充実 

・消防団協力事業所や消防団応援の店の明示等、消防団活動への理解と協力が得られる環

境づくりを推進 
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④救急・救助体制の強化 

・救急救命士を養成し、医療機関等との連携による迅速で高度な救命処置ができる体制を

確保 

・応急手当インストラクターの協力のもと、普通・上級救命講習、応急手当普及員講習等

を実施 

・中丹メディカルコントロール協議会を中心に医療機関との連携を強化 

・救急安心センターきょうとの利用促進により、適切かつ迅速な救急搬送体制を確保 

・ドクターヘリと連携し、救命率の向上を図るとともに、後遺症の発生を軽減 

・大規模災害や特殊災害等に迅速に対応できる装備の充実と隊員の育成 
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５ 生活の安全性の向上 

特殊詐欺や闇バイト、あおり運転をはじめとする悪質な事件や事故にあったり、市民が犯罪被害

に巻き込まれたりしないように地域や行政、警察等が一体となって、交通安全や防犯意識の向上に

努めます。 

また、複雑・多様化する消費者被害の解消に向けて消費生活に関する意識の啓発や相談体制の強

化を図る等、安全で安心して暮らせる地域社会を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

交通安全啓発活動参加者数（年間） 人 767 800 

防犯啓発活動参加者数（年間） 人 399 650 

あやべ見守りＣＡＲ参加台数（累計） 台 538 590 

消費生活出前講座受講者数（年間） 人 95 150 

施策 

①交通安全対策の推進 

・街頭啓発や研修会等による市民への交通安全意識の啓発やＳＮＳ等を活用した交通安全

情報の提供 

・ガードレール、カーブミラー等、交通安全施設の整備を推進 

・市道除雪及び凍結防止剤の散布・設置により、冬期の安全な道路環境を確保 

・自転車ヘルメット着用努力義務化の啓発や購入補助の実施による着用の促進 

・交通事故に伴う法律問題等の相談業務を推進 

②防犯対策の推進 

・街頭啓発や研修会等による市民への防犯意識の啓発やＳＮＳ等を活用した犯罪情報の提

供 

・交通安全灯の設置補助等による夜間における通行の安全確保と犯罪の防止 

・市民に対する反社会的勢力排除を啓発 

・ドライブレコーダー搭載車（あやべ見守りＣＡＲ）を活用した、まちの見守り活動を推

進 

・特殊詐欺被害防止のための防犯機能付き固定電話機等購入の促進 

③消費生活の安全確保 

・複雑・多様化する消費者被害に対応するため、専門家や関係機関と連携し、消費生活セ

ンターにおいてきめ細やかな相談を実施 

・街頭啓発や巡回広報活動等、消費者被害に対する情報提供と出前講座を実施 
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基本目標２ 自治を高め、心のつながりのあるまち 

 

１ 市民活動の促進と地域の活性化 

地域の特性や独自性を尊重した自治会活動や市民団体等が行う地域活動を支援し、地域コミュニ

ティを支える人材育成を進め、市民・団体・事業者が積極的に参加する協働参画のまちづくりを推

進します。 

また、ハート交流センターを拠点に市民がボランティア等の多様な活動に自主的に参加できるよ

う市民活動の推進を図り、市民が主役の魅力的な地域づくりを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

コミュニティ助成事業数（５か年累計） 件 
34 

(R2～R6) 
35 

自治会加入世帯率 ％ 75.6 85.0 

あやべボランティア総合センター登録団体数 団体 130 130 

ハート交流センター利用件数（年間） 件 ― 500 

施策 

①地域の活性化に向けた市民活動等の支援 

・地域住民が主体的に実施するコミュニティ活動を支援 

・地域住民の活動参加を促進する等、地域と行政の協働によるまちづくりを推進 

・会員の減少等の課題解決や魅力ある自治会活動の展開を支援 

・地域の特性を生かしたまちづくりを進めるため、小さな拠点の形成による地域振興を推

進 

・いきいき地域応援事業費補助金を活用し、地域活動を支援 

・集落支援員を中心に個性豊かな魅力ある地域づくりを支援 

・ＮＰＯ法人、ボランティア団体、民間事業者、大学等との協働によるまちづくりを推進 

・結婚を望む人への多様な出会いの場を提供する活動を支援 

・市民団体等が実施する地域ににぎわいと活力をもたらすイベント等を支援 

②ボランティア活動の支援 

・様々な分野で活動する市民・団体の支援及びボランティア人材の育成、ＳＮＳ等を活用

したボランティア活動全般の情報提供 

・市民活動拠点施設であるハート交流センターの利用を促進 
 

  

基本目標２ 自治を高め、心のつながりのあるまち 
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２ 男女共同参画社会の実現 

職場、家庭、地域社会など様々な場面で表出する固定的な性別役割分担意識やアンコンシャス・

バイアス（無意識の思い込み）を解消し、全ての人が性別に関わりなく、お互いを尊重しつつ責任

を分かちあい、社会のあらゆる分野において個性と能力を発揮し、ともに活躍し共に生きる魅力あ

る地域づくりや男女共同参画社会の実現を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

社会全体で男女が平等になっていると思う人

の割合（「綾部市男女共同参画」に関する市民

意識調査（５年ごとの実施）） 

％ 16.1 
30.0 

（R11） 

あいアカデミー等の各種講座への参加者数（年

間） 
人 315 350 

審議会・委員会等における女性委員の比率 ％ 31.9 40.0 

施策 

①男女共同参画意識の確立 

・あいアカデミーやあいフェスティバル等を開催し、意識改革を促進 

・家庭・地域・学校等と連携し、生涯にわたるジェンダー教育を推進 

・ＤＶやセクシュアル・ハラスメント等を社会的な問題として捉え、根絶に向けた啓発や

広報、研修等の取組を推進するとともに、相談・支援体制を充実 

②男女共同参画社会形成の推進 

・企業等における女性の参画拡大の推進について、啓発を実施 

・行政、地域活動における政策や方針決定の場への女性の参画を促進 

・ハラスメント等がなく、全ての人がともに能力を発揮できる働きやすい労働環境づくり

を推進するため、各種講座の開催や啓発を実施 

・男性の育児・介護休業の取得促進に向け、関係法令の周知や企業等への啓発を実施 

・男女共同参画の視点に立ち、男性の積極的な家事・育児への参画促進に向けた啓発を実

施 
 

主な関連個別計画 

■綾部市男女共同参画計画「あいプラン」  
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３ 情報の発信と共有 

多様な広報手段を活用し、積極的に市政情報を発信するとともに、市民参画の促進に努め、市民

の意見を的確に反映できる市政運営を目指します。 

また、国においてＩＣＴを活用した電子行政サービスの提供等が進められている中、デジタル技

術を活用した地域課題の解決に向けた取組や効果的・効率的な行財政運営等を推進します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

綾部市ホームページのアクセス件数（年間） 件 671,871 670,000  

ＦＭいかる・地域情報アプリ等への市政情報提

供件数 
件 1,723 1,850 

地域情報アプリ利用者数（累計） 件 3,105 8,500 

施策 

①広報・広聴活動の充実 

・市民に親しまれる広報紙づくりやホームページ、ＳＮＳ等を積極的に活用 

・コミュニティＦＭ放送ほか新聞・テレビ等、多様なメディアの活用による情報発信を推

進 

・市民に対し市政への理解を深める機会の提供及び寄せられた市民の意見や提案を市政に

反映 

②情報公開及び個人情報保護の徹底 

・個人情報の取扱いに関するシステムのセキュリティ向上や適正管理の徹底 

・市保有情報の適切な管理と提供及び行政情報コーナー等、情報の提供機会の拡大 

③市民参画機会の拡大 

・アンケート、市民参加型会議、パブリックコメント等、市政への市民参画機会を拡大 

④情報通信技術の活用 

・各種行政手続きの電子化を推進 

・地域情報アプリ（ライフビジョン）を活用した地域情報の伝達を支援 
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４ 健全な行財政運営と広域連携 

将来にわたって持続可能な財政基盤を確立するため、市税等の安定した財源の確保を図るととも

に、行財政健全化の取組を推進します。 

また、職員能力の向上と広域連携の充実・強化等を推進し、ワンストップサービス等の市民サー

ビスの向上やコスト削減等、効率的かつ効果的な行政運営を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

ふるさと納税件数（年間） 件 6,046 9,000 

企業版ふるさと納税件数（累計） 件 35 
50 

（R9） 

施策 

①健全財政の推進 

・中長期的な財政見通しに基づき、計画的かつ効率的な財政運営を推進 

・財政状況を広報紙やホームページ等でわかりやすく公表 

・市民サービスの維持・向上と財政負担の軽減・平準化を図るため、公共施設等の最適配

置を推進 

②財源の確保 

・国・京都府の補助金や基金・市債等、あらゆる財源の確保に努め積極的に活用 

・使用料や手数料の見直し等、受益と負担の適正化を検討 

・ふるさと納税制度及び企業版ふるさと納税制度を積極的に活用 

・収納率向上を図るため、口座振替やコンビニ納付・スマートフォン決済・地方税お支払

いサイトによる納付のＰＲや納税啓発を推進 

・債権管理の適正化による公正な行財政運営を推進 

③行政組織の効率化・職員の能力向上 

・市民ニーズや地域課題を踏まえた即応力のある体制を整備するため、フレキシブルな組

織運営と機構改革を実施 

・人材の能力や適性を最大限に生かすため、定員の適正化と評価に基づく適材適所の人材

配置を推進 

・計画策定や課題解決に資する人材育成を目指した研修機会の充実 

④業務運営の効率化と持続化 

・目的、特性、財源等を踏まえた事務・事業の徹底した見直しと、効率的・効果的な施策の

展開 

・デジタル技術の活用による内部事務の効率化を推進 

・民間活力・手法の活用により、低コストで質の高い行政サービスを提供 

⑤市民サービスの向上 
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・上林いきいきセンター及び西部いきいきセンターにおいて、証明書やあやバス定期券・

回数券の発行等、各種行政サービスを実施 

・マイナンバーカードの活用による各種申請手続き等の簡素化や利便性の向上及び利用者

の支援 

⑥広域行政の推進 

・国・京都府との連携や京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会の取組を通じた広域的

な行政課題への対応 

・京都府等との連携による国民健康保険制度の府内基準統一化検討と適正な運営 

・京都府後期高齢者医療広域連合と連携し、高齢者医療制度を円滑に運営 

・京都地方税機構と連携し、滞納整理業務及び市町村の課税業務の共同化を推進 

・災害時の相互応援協定等、消防・救急や災害に備えた連携を推進 

・京都府中・北部地域の消防本部で共同運用する消防指令センターの適正な運用 

・舞鶴市と共同導入したはしご自動車の適正な運用 

・京都府、近隣市町との連携による海の京都、森の京都の観光事業を推進 

・北近畿広域観光連盟等の取組による府県の枠を越えた広域連携を推進 

・中丹圏域内の病院相互の連携を推進し、救急医療も含め、地域医療を確保 

・中丹地域有害鳥獣処理施設の有効活用と効率的な運営を実施 

・京都府図書館総合目録ネットワークシステムの活用や京都府北部圏域５市２町による相

互利用等、京都府内の図書館との連携を推進 

・水道事業の安定的、持続的な経営を目指すことを目的とし、京都府北部圏域５市２町に

おける広域連携の検討 
 

主な関連個別計画 

■綾部市公共施設等総合管理計画 ■綾部市公共建築物個別施設計画 

■京都府北部地域連携都市圏ビジョン ■海の京都観光圏整備計画 
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基本目標３ 教育をたいせつにし、文化のかおるまち 

 

１ 幼稚園、小・中学校教育の充実 

幼児期での教育の重要性を踏まえ、教育や指導内容の充実を図り、幼児一人ひとりの個性と豊か

な情操、基本的生活習慣等を育成できる幼稚園教育を目指します。 

また、小・中学校教育については、豊かな人間性を培う心の教育の充実に努めるとともに、教育・

指導内容の充実を図り、質の高い学力の向上に努めます。そして、「キャリア教育」を軸とした小

中一貫教育の推進により生きる力を育むとともに、「ふるさと教育」「国際理解教育」を推進する

等、魅力と特色のある開かれた学校づくりを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

遊びや体験を充実し、言葉で表現する力を養う

ことに対する評価 
点 60 75 

将来の夢や目標を持つ子どもの割合（小６） ％ 80.7 85.0 

将来の夢や目標を持つ子どもの割合（中３） ％ 64.3 80.0 

地域や社会に貢献したいと思う子どもの割合（小

６） 
％ 84.6 85.0 

地域や社会に貢献したいと思う子どもの割合（中

３） 
％ 74.7 80.0 

中学校卒業時の CEFR A1レベル（英検３級）相

当以上取得者の割合 
％ ― 65.0 

施策 

①教育・指導内容の充実 

・幼児期の特性を踏まえた環境を通して人格形成の基礎を培う幼児教育の充実 

・「あい」のある学習を基盤とし、「主体的・対話的で深い学び」による認知能力と非認知

能力の一体的な育成 

・いじめの防止対策の充実 

・不登校の未然防止・早期発見・早期対応に向けた積極的な取組の推進 

・体育・スポーツ活動、芸術文化活動の推進 

・保健管理、保健教育の充実と危機対応能力の育成 

・感謝の気持ちや望ましい食習慣を身に付けるための食育の充実 

・ＩＣＴの効果的な活用による情報活用能力の育成 

・発達障害を含む障害のある幼児児童生徒への適切な指導及び支援 

・自己を尊重し他者を尊重する態度や実践力を養う人権教育の推進 

・家庭・地域社会との連携による学校・園の教育力の向上 

基本目標３ 教育をたいせつにし、文化のかおるまち 
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・教職員の資質・能力の向上 

②特色ある学校づくり 

・小中一貫教育基本構想に基づく小中一貫教育の充実と「あい」のある学習でつなぐ幼小

中の授業の充実 

・希望進路を主体的に切り拓く能力や態度を育成するキャリア教育の実践 

・ふるさと「あやべ」を愛し社会参画できる資質・能力の育成 

・国際社会に主体的に生きるための基礎的な資質・能力の育成 

・小規模特認校への就学の機会を確保 

③教育環境の整備 

・安全・安心な学習環境を確保するため、計画的な施設設備の改修・整備を推進 

・経済的理由による就学・進学困難者を支援 
 

主な関連個別計画 

■綾部市教育大綱 ■綾部市小中一貫教育基本構想「あい紡ぎプラン」 

■あい未来図プログラム  

■あやべっ子すこやかプラン（綾部市子ども・子育て支援事業計画及び綾部市次世代育成支援対策推進行動計画） 

■綾部市こども計画 
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２ 社会教育の充実 

社会教育施設の機能の充実を図るとともに、学びや活動を通した人と人とのつながり・絆づくり

に取り組み、生涯学習社会の実現に向け「市民一人１学習」を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

高齢者学級参加者数（年間） 人 1,566 2,000 

障害者教室参加者数（年間） 人 343 350 

地区公民館利用件数（年間） 件 3,307 3,500 

中央公民館利用件数（年間） 件 735 750 

図書館貸出冊数（年間） 冊 199,398 200,000 

図書館利用者数（年間） 人 198,435 200,000 

図書館ホームページアクセス件数（年間） 件 28,000 30,000 

天文館利用者数（年間） 人 10,926 12,000 

資料館利用者数（年間） 人 2,580 2,600 

施策 

①社会教育活動の推進 

・人と人とのつながり・絆づくりを目指した社会教育の普及・啓発 

・高齢者学級や障害者教室の充実に努め、生きがいづくりや社会参加を促進 

・図書館、天文館、資料館等を活用した市民の学習意欲向上と、ふるさと学習の推進 

・同和問題（部落差別）をはじめとする様々な人権問題の解決に向けた人権教育・啓発を推

進 

・地域学校協働活動や公民館活動等による地域社会のネットワークづくりの推進 

②図書館活動の充実 

・市民に親しまれ利用しやすい図書館サービスの提供 

・蔵書インターネット公開システムやホームページ、ＳＮＳを有効活用する等、さらなる

図書館の利用を促進 

③天文館活動の充実 

・生涯学習の出会いと発見の場として、天文館の活用を促進 

・天体観察会等の各種イベント開催や情報発信による天文教育を普及 

④文化財の保護 

・貴重な地域資源である文化財の調査及び文化財の保存・活用と市民への啓発を推進 

・地域や社寺等で行われている伝統行事の継承を支援 
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主な関連個別計画 

■綾部市教育大綱  

  



 

27 
 

３ 青少年健全育成の推進 

家庭・地域・学校が一体となり、体験活動やボランティア活動等の社会参加活動を支援し、ふる

さとに愛情と誇りを持ち、社会の一員として自立して生きていくことができる青少年の育成を目指

します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

青少年地域活動支援事業補助金交付団体数（年

間） 
団体 ９ 15 

一斉声かけ参加者数（年間） 人 512 850 

施策 

①青少年活動・社会参加活動の促進 

・家庭・地域・学校がそれぞれの教育機能を十分発揮できるような連携・協働の推進と心

の教育の充実 

・ＰＴＡ、青少年育成団体やスポーツ少年団の活動を支援 

・青少年健全育成活動や世代間交流活動等、地域に密着した体験活動の場を提供 

・スポーツ少年団活動や青少年の健全育成を推進するリーダー、指導者を発掘及び育成 

②健全育成環境の充実 

・登下校時の安全確保のため、地域住民やＰＴＡによる見守り体制を推進 

・地域ぐるみで子どもたちを健やかに育てる場を提供するため、学校施設を開放 
 

主な関連個別計画 

■綾部市教育大綱 ■綾部市こども計画 
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４ 文化・芸術の振興 

文化・芸術が、人々に感動や生きる喜びをもたらして人生を豊かにする重要性を踏まえ、多くの

市民に、文化や芸術に触れ親しむ機会の充実を図り、「市民一人１文化」の推進により、心豊かな

人づくり、文化のかおるまちづくりを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

優良建築物活用事業利用件数（年間） 件 15 18 

市美術展作品出展数 点 220 230 

市美術展入場者数 人 1,544 1,600 

総合文化祭作品出展数 点 1,350 1,400 

総合文化祭入場者数 人 4,280 4,500 

中丹文化会館入場者数（年間） 人 31,945 36,000 

施策 

①文化・芸術活動の促進 

・優良建築物であるグンゼ博物苑や集蔵を活用した市民の文化・芸術活動を支援 

・多彩な文化・芸術に触れ親しむ機会と発表の場を確保 

・市民参画による市美術展や市民合唱祭等を実施 

・綾部市文化協会のさらなる充実発展と自主的事業の展開に向け、総合文化祭を支援 

・国際大会・全国大会に出場する個人、団体に激励金を支給し、文化活動を支援 

②文化拠点施設等の活用 

・（公財）京都府中丹文化事業団等の関係機関と連携し、中丹文化会館の活用を促進 

・中丹文化会館、資料館、天文館の連携を強化し、相乗効果による活動を充実 
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基本目標４ 環境をととのえ、健康のあふれるまち 

 

１ 環境保全と廃棄物対策の推進 

地球温暖化をはじめ、エネルギー問題や豪雨等の異常気象、過疎化・高齢化の進行による農地・

山林の荒廃、資源の枯渇等、地球規模での環境問題が深刻化する中、豊かな自然環境を守り育て、

次の世代に引き継ぐために、環境に対する意識の高揚を図ります。 

また、環境への負荷を低減する暮らしの実現に向けて、市民や地域全体で環境保全活動に取り組

んでいく社会の構築を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

１人当たりごみ排出量（家庭ごみ）（年間） kg 178 115 

資源物（紙類）回収量（年間） t 722 1,500 

リサイクル推進員研修会参加率 ％ 33.0 65.0 

住宅用太陽光発電設備補助kW（累計） kW 3,197.19 4,300 

蓄電池補助kWh（累計） kWh 771.62 1,200 

施策 

①環境保全活動及びゼロカーボンの推進 

・綾部市環境市民会議や上林川を守る会等、環境活動に取り組む市民や団体等が企画・実

践する事業を支援 

・温室効果ガスの排出削減を目指して宣言した「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて、

市民・団体等と連携した取組を推進 

・住宅用太陽光発電等の地域と調和した再生可能エネルギーの普及を促進 

・再生可能エネルギー電力の有効活用及び停電時に自立的な電力供給を行う蓄電池の導入

を促進 

・生活排水による水質汚濁防止の啓発と水洗化の推進による水辺環境の保全 

・地球温暖化の防止等、多面的機能を有する森林の環境保全を図るため、森林環境譲与税

を活用し森林整備を推進 

②環境負荷軽減対策の推進 

・公害関係諸法令や京都府環境を守り育てる条例に基づき、事業所等への行政指導を実施 

・綾部工業団地立地企業等との公害防止・環境保全協定等を締結 

・関係機関と連携を図り、有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）等に対して適切に対応 

③廃棄物の適正処理 

・不法投棄や野焼き等を防止するため、啓発活動や指導を実施 

・産業廃棄物の適正処理を図るため、京都府等と連携し、啓発や監視、指導を実施 

・災害廃棄物処理計画に基づく、災害廃棄物の適正処理を推進 

・多様化する製品に対応した適正な廃棄物処理を推進 

基本目標４ 環境をととのえ、健康のあふれるまち 
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④循環型社会の推進 

・海洋汚染の原因ともなるプラスチックごみの削減、紙ごみを中心にごみ排出量の半減を

目指す市民活動との連動等、３Ｒの活動を一層推進し、ごみ減量・分別・資源化を促進 

・ごみの減量・分別徹底の実践による一般廃棄物処理施設の長寿命化・綾部市環境市民会

議が行うごみ減量やリサイクル推進等に資する取組を支援 

・市民団体による紙類等の資源回収の取組を支援 

・リサイクル推進員を中心とした地域の自主的なごみ減量・資源化の取組を支援 

・化石燃料を原料とする容器包装等プラスチック類資源循環の推進 

・過疎化、高齢化等の進行に伴い増加するごみ出し困難者への支援 

⑤し尿・浄化槽汚泥の適正処理 

・し尿処理施設の適切な維持管理と、し尿、浄化槽汚泥の適正な処理 

・し尿等の汚水処理効率化に向けた公共下水道への集約処理するための投入・希釈処理施

設の整備と適切な運用  

⑥斎場・共葬墓地の管理運営 

・斎場の適切な維持管理と安全な稼働及び利便性の向上 

・共葬墓地を適切に維持管理 
 

主な関連個別計画 

■綾部市エネルギー環境基本計画 ■綾部市地球温暖化対策実行計画 

■綾部市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 ■綾部市災害廃棄物処理計画 
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２ 地域福祉社会の実現 

自助、互助、共助、公助の取組や支援により、高齢者や障害のある人をはじめとする全ての人が、

社会を構成する一員として尊重し合い、生きがいを持って暮らせる等、誰もが住みよい地域共生社

会の実現を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

シルバー・チャイルドハウス事業実施回数（年

間） 
回 83 83 

ゲートキーパー養成講座受講者数（５か年累

計） 
人 

187 

(R2～R6) 
250 

施策 

①地域共生社会の理念の普及 

・全ての人がいきいきと暮らせる地域共生社会の実現に向け広報・啓発活動を推進 

・地域・学校・職場等における福祉に関する教育や研修を充実 

②地域福祉活動の推進 

・（福）綾部市社会福祉協議会、綾部市民生児童委員協議会等、福祉活動を実施する団体と

連携・支援 

・民生委員・児童委員及び主任児童委員等による高齢者世帯や障害者世帯、子育て世帯へ

の訪問活動を実施 

・高齢者の見守り活動やふれあいサロン活動の取組支援等により、地域生活支援のネット

ワークづくりを推進 

・災害時や緊急時に備え、一人暮らしの高齢者や障害のある人等、要支援者の情報共有を

図るため、緊急通報装置の利用やあんしんカード（避難行動要支援者名簿）、救急医療情

報キットの取組を推進 

・子どもと高齢者が交流するシルバー・チャイルドハウス事業や登下校時の見守り活動等

による世代間交流、子育て支援を促進 

③誰もが住みよいまちづくり 

・あらゆる場面でユニバーサルデザインの視点を取り入れるとともに、公園・道路や公共

施設等のバリアフリー整備と心のバリアフリーを推進 

・誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現に向け、啓発活動・ゲートキーパー養成

等の施策を推進するとともに、相談支援体制を充実 

・（特非）あやべ福祉フロンティアとの連携による移送サービス等により、高齢者や障害

のある人等の外出支援を推進 

・知的障害・精神障害・認知症などにより、判断能力に不安のある人の権利侵害の防止や

被害の救済を図るため、本人の意思決定を尊重した成年後見制度の適切な利用を推進 

・重層的支援体制整備事業による包括的な支援体制の構築・進化を推進 

・犯罪をした人等の地域社会への円滑な復帰や、市民の犯罪被害を防止するため、関係機
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関等との連携による再犯防止の取組を推進 

④生活困窮者に対する支援 

・経済的に困窮する世帯やひきこもり当事者・家族に対して、自立相談支援事業の実施等

により自立を支援し、適切に関係機関につなぐとともに、必要な世帯には生活保護を適

用 

・貧困が世代を超えて連鎖することなく、全ての子どもが夢と希望を持って成長していけ

るよう、教育、経済、生活、保護者に対する就労等の支援を推進 

・ハローワーク等との連携や就労支援員の配置により、相談活動や就労支援を推進 

・一時的に家計が窮迫する世帯に、くらしの資金の貸し付けを実施 
 

主な関連個別計画 

■綾部市地域福祉計画 ■綾部市自殺対策計画 

■綾部市こども計画 
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３ 子育て環境の充実 

総合的、計画的な子育て環境の充実に努め、妊娠・出産から子育てにわたる切れ目ない支援を行

い、誰もが安心して子どもを産み育てることができ、それぞれの子どもの個性と可能性を育むこと

ができる地域社会を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

児童館・児童センター利用児童数（年間） 人 5,934 6,000 

母子アプリ「あやっこナビ」利用者数（累計） 人 150 1,100 

里山エリアはぐくみ事業参加者数（年間） 人 390 400 

産後ケア事業（集団型）参加者数（年間） 人 65 100 

施策 

①啓発活動・相談体制の充実 

・子育て家庭が孤立しないよう、子育てに関する正しい情報の提供や相談の場を確保 

・家庭児童相談室において、児童虐待の未然防止をはじめ、家庭相談員及び社会福祉士等

による相談・援助活動を推進 

・民間保育所等が行う未就園児の家庭の子育て相談・援助活動を支援 

・安心して育児休暇を取得し、職場復帰できる環境をつくるため、企業啓発や労働者に対

する情報提供を実施 

・男性の積極的な家事・育児への参画促進に向けた啓発を実施 

②子育て支援体制の充実 

・全ての妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を行うこども家庭センターの周

知に努め、利用を促進 

・児童センター等の活動の充実を図り、健全な遊びや活動の場を確保 

・子育て支援グループによる子育て活動を支援 

・地域子育て支援センターが実施する、コミュニティサロンの開催等、交流の場の確保を

支援 

・子育て交流センター「あやっこひろば」において、子どもの遊び場、子育て世帯の交流促

進の事業を実施 

・京都府と連携し、子育て家庭をサポートする人材を育成・活用 

・綾部市要保護児童対策地域協議会を中心に関係機関が連携し、児童虐待の防止や早期発

見・早期対応を実施 

・不妊治療の経済的・精神的負担を軽減するため、医療費を支援するとともに、相談体制

を確保 

・子育て支援医療制度により、乳幼児・児童等の健康保持・増進及び子育て家庭の経済的

負担を軽減 

・児童手当の支給や幼児教育・保育の無償化等により、子育て家庭の経済的負担を軽減 
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・母子保健情報の管理等ができるスマートフォン向けアプリケーション「あやっこナビ」

の運用 

・親子の健康づくりイベント等、地域での子育て世帯の交流を広め、子育てしやすいまち

づくりを推進 

・母子の健康保持と安心して子育てができるよう、産後ケアや成長発達の各段階に応じた

保健指導、育児相談を実施  

③保育環境等の充実 

・保育環境を充実するため、市立保育所の施設整備や職員の資質向上等を推進するととも

に、認定こども園等が行う施設整備や職員の確保・資質向上、通園対策等を支援 

・延長保育、一時預かり、乳児等通園支援（こども誰でも通園制度）等、各種特別保育を推

進 

・病気の急性期から回復期で、集団保育・学習が困難な児童を、仕事を休めない親に代わ

って保育を行う病児保育を実施 

・発達上支援を要する児童の保育を保障するため、加配保育士の配置を行うとともに、専

門職員の資質の向上等の保育内容を充実 

・発達上及び家庭環境等で支援を要する児童に対して、子育て支援推進保育士を配置し、

家庭と連携した児童の発達支援を推進 

・安心してゆとりのある子育てができる環境づくりを行うため、育児に関する援助活動を

実施 

・保護者の疾病等の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児

童について、児童養護施設等に入所させ、必要な保護を実施 

・昼間保護者が家庭にいない児童のための放課後児童健全育成学級を適切に運営 

・訪問支援員が、家事・子育て等に不安や負担を抱えた子育て家庭等に対する訪問支援を

実施 

・子どもとの関わり方や子育てに悩みや不安を抱えている保護者に対し、ペアレント・ト

レーニングを実施 

④発達支援施策の推進 

・発達障害等により、集団生活が苦手な児童の早期発見・早期療育を支援 

・こども発達支援施設「あいむ」において、発達に支援が必要な児童やその保護者に対し、

切れ目のない一貫した支援を実施  

⑤ひとり親家庭の自立支援 

・母子・父子自立支援員等による生活や就労の相談及び支援 

・児童扶養手当の支給や自立支援教育訓練給付金の交付等により、経済的負担を軽減 

・医療費の助成により、ひとり親家庭の健康保持及び福祉の増進 
 

主な関連個別計画 

■あやべっ子すこやかプラン（綾部市子ども・子育て支援事業計画及び綾部市次世代育成支援対

策推進行動計画） 

■綾部市こども計画 
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４ 高齢者福祉の推進 

高齢者の「健康寿命の延伸」や社会参加等を促進するとともに、介護が必要になっても住み慣れ

た地域で自分らしく安心して暮らせる地域包括ケアシステムの推進を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

介護職員研修受講補助者数（年間） 人 17 25 

認知症サポーター養成講座受講者数（累計） 人 12,867 14,400 

清山荘入館者数（年間） 人 17,788 18,500 

施策 

①高齢者福祉サービスの推進 

・介護サービスの利用手順や保険料賦課の仕組み等について周知するとともに電子申請サ

ービスにより各種申請に係る被保険者等の利便性向上を推進 

・介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らせるよう、介護サービス基盤の整備を支援 

・介護用品支給事業、配食サービス事業、見守りサービス補助、介護者家族教室等により

在宅生活及び介護者を支援 

・地域包括支援センターをはじめ医療・介護の専門機関や地域の関係機関が連携し、介護

予防と要介護状態の重度化を防止するために適切なケアマネジメントによる適正な介護

保険サービスの利用を促進 

・介護予防の取組をはじめ、保健・医療・介護・福祉サービスを切れ目なく利用できる地域

包括ケアシステムを推進 

・認知症サポーター養成講座等の認知症に関する啓発に努め、認知症予防から早期発見、

早期対応、家族支援まで一貫した対策を実施 

・介護人材の確保・育成の支援及び介護サービスの質の向上を目的に、修学資金の貸与、

家賃補助及び研修受講支援の他、介護サービス相談員の派遣等を実施 

②高齢者の社会参加・健康づくりの促進 

・清山荘、ふれあいの家、かんばやし交流館等を高齢者の健康増進、教養向上やレクリエ

ーションの取組の場として活用 

・高齢者の社会参加を促進するため、老人クラブが行う健康増進や教養の向上につながる

活動を支援 

・市民が自主的に地域で取り組むサロン等への地域リハビリテーション活動による介護予

防活動の支援 

・高齢者の健診の実施や、保健事業と介護予防等の一体的な実施体制を構築し、データの

分析、活用を行い、フレイル予防や重症化予防を推進 

・（公社）綾部市シルバー人材センターの事業に対する補助により、就労を通じた高年齢

者の社会参加を支援 
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主な関連個別計画 

■綾部市高齢者保健福祉計画 
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５ 障害者福祉の推進 

障害のある人が自らの意思で社会活動に参加し、その能力を最大限発揮して自己実現できるよう、

あらゆる方面からの支援に努めます。 

また、綾部市手話言語の確立及び多様なコミュニケーション手段の促進に関する条例の理念に基

づき、誰もが障害の有無に関わらず、お互いに尊重し合い、つながり合える共生社会の実現を目指

します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

障害者生活支援事業相談件数（年間） 件 15,835 17,400 

障害者介護給付費等支給事業利用者数 

（年間） 
人 5,587 5,600 

地域活動支援センター利用者数（年間） 人 946 970 

精神障害者社会復帰相談者数（年間） 人 1,605 1,900 

施策 

①障害福祉サービスの推進 

・手話・要約筆記等の養成講座や研修会を開催するとともに、支援体制のネットワークを

強化 

・障害者相談支援事業所において、相談支援体制を充実 

・障害のある人に対する防犯・防災対策を推進するとともに、緊急時の支援体制を確保 

・障害のある人のニーズに応じて日常生活または社会生活を営むことができるよう、介護

給付費等、障害者総合支援法に基づき、各種サービスを適正に実施 

・医療的ケア等を必要とする重度の障害のある人に適切な支援を行うとともに、介護を行

う家族の負担を軽減 

・医療費の助成により、重度の障害のある人の健康保持と障害者福祉の向上 

・障害福祉サービス事業所が行うグループホーム等の整備の支援等により、長期の入院・

入所から地域生活への移行や障害のある人の一人暮らしを支援 

②地域共生社会の実現に向けた取組の促進 

・障害と障害のある人に対する正しい理解と認識を深めるため、広報・啓発を実施 

・地域・学校・職場等における障害のある人への合理的配慮に関する教育や研修を推進 

・言語としての手話の理解浸透と、多様な障害の特性に応じたコミュニケーション手段の

活用を推進 

・障害のある人が自らの意志で自由に外出ができるよう、移動支援を充実 

・地域活動支援センター事業において創作的な講座等を実施し、障害のある人の社会参加

を促進 

・精神障害のある人に対してグループワークを実施する等、リカバリーの促進 

・企業やハローワーク等の関係機関と連携し、障害のある人の一般企業等への就職・定着



 

38 
 

を促進 

・障害のある人が本人の希望や特性に応じた働き方を選択できるよう支援するとともに就

労支援施設での訓練を実施 

・スポーツやレクリエーション、文化芸術活動に障害のある人が積極的に参加できるよう

支援 
 

主な関連個別計画 

■綾部市障害者計画 ■綾部市障害福祉計画・綾部市障害児福祉計画 
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６ 保健の推進 

市民が主体的に健康づくりに取り組み、健康の保持増進、疾病の早期発見・早期治療を図るため、

特定健康診査や各種がん検診の受診率が向上するよう、地域・企業とともに支援するまちづくりを

目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

乳幼児健康診査受診率（年間） ％ 98.3 99.0 

がん検診受診率（年間） ％ 19.8 20.0 

特定健康診査受診率（年間） ％ 集計中 60.0 

国民健康保険料収納率（年間） ％ 96.43 97.08 

小児予防接種インフルエンザワクチン接種率

（年間） 
％ 38.4 40.0 

綾部市健幸サポートアプリ「ＡＹＡＴＯＣＯ」

利用者数（累計） 
人 ― 2,500 

施策 

①健康づくりの推進 

・健康に対する意識を高め、健康体操や食生活改善、健康に関する正しい情報の普及啓発

を推進 

・綾部市立病院をはじめとする医療機関や（株）水夢等と連携し、健康づくりを推進 

・健康づくりに対する意識の高揚を図るため、健康増進イベントを実施 

・健康づくりの取組を支援する企業や団体を増やし、社会全体で支援する体制づくりを推

進 

・コミュニティナースによる地域活動を通し、健康づくりを支援 

②保健予防の推進 

・妊娠・出産に起因する疾病の予防や早期発見を図るため、妊産婦健康診査や乳幼児健康

診査等を実施 

・母子の健康保持と安心して子育てができるよう、産後ケアや成長発達の各段階に応じた

保健指導、育児相談を実施 

・データの活用による個人や集団の特性に応じた健康相談や健康教育を実施し、生活習慣

病の予防や介護予防を推進 

・各種健（検）診を実施し、生活習慣の改善や疾病の早期発見、早期治療、重症化予防を推

進 

・食生活改善推進員の育成と養成により、各地域での市民主体の食を通じた健康づくりを

支援 

・感染症予防についての知識の普及・啓発を推進 

・円滑な定期・任意予防接種を行い、感染症の予防と蔓延の防止をするとともに、費用の
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助成を実施 

・関係機関との連携等により、次世代の献血者育成や献血思想の普及・啓発を推進 

③国民健康保険事業の推進 

・国民健康保険制度の周知を図るとともに、加入・脱退等の資格の適正化を推進 

・保険料の口座振替の推進やコンビニ納付等により、収納率を向上 

・レセプト点検や第三者行為の把握と求償事務、医療費の通知により、適正な受診を促進 
 

主な関連個別計画 

■あやべ健康増進・食育推進計画  
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７ 医療体制の充実 

高齢化が急速に進み、医療ニーズが多様化、複雑化する中で、誰もが安心して、適切な医療が受

けられるよう綾部市立病院と中丹医療圏域の病院や診療所と連携し、医療体制の確保を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

奨学金貸与人数（医師及び看護師等）（５か年

累計） 
人 

８ 

(R2～R6) 
10 

施策 

①地域に即した病院運営 

・京都府、京都府立医科大学等の関係機関との連携により、質の高い医療と効率的な病院

運営を推進 

・京都府の地域医療ビジョンに沿った病床機能の分化・連携を推進 

・京都府立医科大学と連携し、特色ある医療・技術開発のため、共同研究を実施 

・大学をはじめとした各種養成学校との連携強化を図るとともに、研修制度や奨学金制度

を活用した医師及び看護師等の人材を確保 

・計画的な病棟等の改修整備と医療機器の導入及び更新 

・医療安全対策や感染防止対策等、職員に対する各種研修の充実を図り、安全・安心な医

療の提供を推進 

・医療ニーズに適した病棟運営による地域密着型医療体制の確保 

②地域医療体制の充実 

・診療所と病院間の連携を図り、かかりつけ医の普及を促進 

・ドクターヘリや消防救急隊と連携した救急医療体制を維持 

・医師が不足している地域において、実情に応じて市立診療所を運営し、地域医療を確保 
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基本目標５ 産業をおこし、豊かなくらしのあるまち 

 

１ 農林業・内水面漁業の振興 

関係機関・団体と連携し、農林業の成長産業化を促進するための産業政策と、農林業・農村の有

する多面的機能の維持・発揮を促進するための地域政策に取り組むとともに、有害鳥獣対策を推進

し農作物被害の軽減に努め、持続可能な地域農林業の仕組みづくりを推進します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

認定農業者数（個人・法人） 経営体 55 55 

新規就農者数（支援事業活用分）（累計） 人 69 75 

有害鳥獣被害面積（年間） a 2,705 1,895 

森林経営管理権集積計画（累計） 団地 ２ ７ 

施策 

①農業の生産基盤の整備と優良農地の確保 

・綾部農業振興地域整備計画に基づき、優良農地の適正な管理と確保を推進 

・農地集積・集約化を図り、担い手が農業を継続できる環境を整えるため、農地中間管理

機構関連農地整備事業等を促進 

・地域において多様な担い手を育成し、農地中間管理事業を活用した農地の貸借を促進 

・地域計画の実現に向け、地域ごとに協議を実施するとともに、必要に応じて計画の見直

しを推進 

②農業の担い手の育成 

・農業経営力向上のため、各種相談や農業経営改善計画の作成支援等を行い、認定農業者

を育成 

・国等の制度を活用し、新規就農者を確保・育成 

・集落営農組織の強化を図るため、課題解決に向けた取組を支援し、持続可能な集落営農

組織を育成 

・認定農業者及び集落営農組織で構成する団体や青年グループの活動を支援 

・農業大学校や綾部高校由良川キャンパスと連携し、地域を牽引する意欲ある人材を育成・

確保 

③有害鳥獣対策の推進 

・農作物等の被害防除のため、侵入防止柵等の設置や現地研修、普及啓発活動を推進 

・有害鳥獣の個体数調整の推進と狩猟後継者の育成や捕獲の担い手確保の支援策を実施 

④農・畜産物の生産振興 

・特別栽培米や酒米をはじめとする需要に応じた米の計画的な生産と品質向上を推進 

・環境に優しい農業等に取り組む農業者の営農活動を支援 

基本目標５ 産業をおこし、豊かなくらしのあるまち 
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・京のブランド産品・特産品の生産拡大と品質の向上を図るため、パイプハウス等の施設

整備を促進 

・良質で高品質な綾部茶の生産と省力化等の取組を支援 

・肉用牛生産振興対策事業等の活用により、優れた子牛の生産を支援 

・畜産農家と耕種農家が連携して行う自給飼料の生産・利用拡大の取組を推進 

・家畜排せつ物の適正な管理と有機肥料としての利用を促進 

・農業経営の多角化につながる６次産業化や農商工連携の取組を支援 

・スマート技術を活用した農業省力化の取組を支援 

・黒谷和紙原材料の生産振興を推進 

⑤林業の振興 

・森林経営管理制度による森林の適切な管理と地域の特性に応じた林業振興施策を推進 

・緑の担い手育成事業や林業労働者新共済事業等を活用するとともに、関係機関・団体と

連携し、林業労働者を確保・育成 

・人工林の間伐を促進するとともに、適期の主伐、植栽、保育により、人工林資源の循環型

利用を推進 

・丹波くりや丹波まつたけ等の地域特産物の生産振興を推進 

・放置竹林拡大防止事業や里山林活性化による多面的機能発揮対策事業等の実施により、

森林資源を保全 

・企業によるモデルフォレスト活動や森林ボランティア活動等の各種活動を支援 

⑥内水面漁業の振興 

・由良川・上林両漁業協同組合の実施する稚魚放流事業を支援 
 

主な関連個別計画 

■綾部農業振興地域整備計画 ■綾部市森林整備計画 

■綾部市林業推進計画 
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２ 商工業の振興と雇用促進 

地域の特色を生かし、消費者のニーズにあった個性的で魅力ある商店街を形成するため、商業者

の経営基盤の強化を図ります。 

また、北部産業創造センターを拠点に市内企業が連携し、ものづくり企業の経営基盤の強化や技

術革新、新製品の開発等、工業振興を図るとともに、企業誘致を推進し、雇用の場の確保を目指し

ます。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

（一社）綾部工業研修所卒業・修了者数（累計） 人 1,904 2,060 

北部産業創造センター内の機械貸付件数（市内

企業）（年間） 
件 281 400 

事業所実態調査総売上額（年間） 億円 1,530 1,710 

就職情報ウェブサイトの登録企業件数（年間） 件 72 90 

施策 

①商工業の振興 

・企業経営の安定化を図るため、関係団体と連携し、経営改善に関する研修会等の事業を

実施するとともに、各種支援制度に関する情報提供を推進 

・商店街等が実施する広告宣伝活動等、独自の取組を支援 

・農林業者と商工業者の連携による農産物商品の開発等を支援 

・（一社）綾部工業研修所と連携し、ものづくりを支える高い技術力の習得、若年技術者の

定着を促進 

・北部産業創造センターを拠点に、市内のものづくり企業の技術力向上や産学公連携によ

る研究開発等を支援 

・既存企業と工業団地立地企業等の交流促進を図り、情報や技術、製品等の相互供給・補

完を促進し、新たな事業展開を支援 

②企業誘致の推進 

・恵まれた交通アクセスを生かした企業誘致を推進 

③地元雇用の促進 

・企業面接会、ふるさと就職支援情報発信事業等、若者の地元就労と定住促進のための情

報発信を強化するとともに、ＵＩターン者の雇用機会を創出 

・勤労者福祉の向上を図るため、労働団体の活動を支援 
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３ 観光と交流の推進 

綾部市特有の貴重な歴史・文化や豊かな自然・農村文化等の観光資源を活用し、マイクロツーリ

ズムによる安定的な観光客の確保と、海の京都、森の京都事業等、広域エリアでの一体的な観光振

興を目指します。 

また、田園回帰の潮流の中で、地方移住への関心の高まりを好機と捉え、農村と都市との交流の

推進による関係人口の増加を図ります。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

日帰り観光客数（年間） 人 445,376 625,000 

宿泊観光客数（年間） 人 43,433 57,500 

水源の里指定集落における都市交流人口（年

間） 
人 6,771 14,000 

里山ねっと・あやべ交流事業参加者数（年間） 人 2,759 5,500 

あやべ特別市民制度登録者数 人 1,451 1,800 

施策 

①観光資源の活用と創造 

・光明寺二王門や安国寺、私市円山古墳、京都丹波高原国定公園、あやべ温泉、綾部ふれあ

い牧場等、魅力ある観光資源を保護するとともに、効果的に活用 

・伝統産業である黒谷和紙を保存・継承できる環境づくりや後継者の育成を支援するほか、

黒谷和紙拠点施設を整備 

・あやべ特産館等で行われる集客イベントの開催や特産品開発を支援 

・あやべグンゼスクエアの集客力強化に向けた施設の充実や機能の強化 

・あやべグンゼスクエアを利用した作品展示会の開催や販売等、本市を拠点として活躍す

る芸術家の創作活動を生かした集客・交流を推進 

・観光拠点とするあやべグンゼスクエアから大本に至る観光エリアへの誘客を推進 

・テレビドラマの誘致等によりロケツーリズムを推進 

・観光ホームページや観光情報紙等、効果的な手段による情報発信により、観光ＰＲを強

化 

②観光交流の促進 

・あやべ丹の国まつり、あやべ水無月まつり、あやべ産業まつり等、全市的な集客イベン

トを充実 

・ほたるの夕べや私市円山古墳まつり等、地域イベントを支援 

・サイクリング・カヌー・トレッキング・トレイルラン等の豊かな自然を生かしたアクテ

ィビティや本市発祥の合気道等を活用したスポーツ観光を推進 

・体験プログラム・旅行商品の造成や販売、観光ガイドの充実、インバウンド対策等、海の

京都、森の京都事業の取組を推進するため、綾部市観光協会を支援 
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③農村都市交流の推進 

・水源の里集落の地域資源を活用した特産品の製造・開発、都市交流等の取組を支援 

・農村都市交流に取り組む各種団体・事業者との連携強化を図るとともに、活動を支援 

・里山ねっと・あやべ等が行う体験プログラムの充実やオンラインを活用した農家民宿の

利用拡大等のグリーンツーリズムを促進 

・海の京都ＤＭＯ、森の京都ＤＭＯと連携し、定住につながる農村都市交流の取組を推進 

④地域間交流の推進 

・あやべ特別市民制度やあやべ会を通じて、市や地域特産品の情報を発信するとともに、

交流を促進 

・足利尊氏、綾部藩九鬼氏、合気道の開祖・植芝盛平等を縁に、綾部とゆかりのあるまちと

の友好交流を促進 
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４ 移住・定住の促進 

田園回帰の流れに対応するため、幅広い年齢層の定住希望者への宅地・住宅の供給促進を図ると

ともに、国や京都府と連携し、移住・定住の促進を図り、美しい里山・田園の中で持続可能な地域

づくりに努めます。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

定住世帯数（定住サポート総合窓口扱い）（累

計） 
世帯 413 590 

ここらへんのことつたえ隊隊員数（累計） 人 43 100 

水源の里への定住世帯数（累計） 世帯 55 85 

水源の里指定集落数（累計） 集落 21 27 

施策 

①あやべ定住サポート総合窓口等の充実 

・地域や事業者と連携して移住立国プロジェクトを推進するとともに、空き家の流動化を

促進し、定住者を確保 

・綾部市ＵＩターン者定住支援住宅を活用し、人口の増加と新たな担い手の定住による地

域の活性化を促進 

・空き家活用定住促進事業費補助金を活用し、移住者が行う空き家改修を支援 

・移住者就業・起業支援金を活用し、東京圏からの移住支援に加え、未成年者を含む世帯

の移住を支援 

・ボランティア組織「ここらへんのことつたえ隊」の拡充を図り、市民・事業者・行政の連

携による移住を支援 

・新婚世帯の経済的支援等による結婚できる環境づくりの推進 

②水源の里の活性化 

・定住支援給付金や住宅整備補助金を活用した水源の里へのＵＩターン者の定住を促進 

・水源の里集落の指定を促進するとともに、定住促進と活性化を支援 

・地域の様々な仕事への人材派遣を行うあやべ水源の里地域づくり協同組合を支援 

③情報発信の充実 

・ふるさと納税者等に対して集落の活動や取組を紹介し、関係人口の増加を促進 

・地域情報の動画配信を行う等、ホームページやＳＮＳを活用し、幅広い年齢層の移住・

定住を支援 
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５ スポーツの振興 

市民の誰もが、それぞれのライフ・ステージに応じてスポーツに親しみ、いつまでもスポーツを

楽しむことができる環境づくりを推進します。 

また、スポーツの力で、人と街の活性化と都市との交流を進めるとともに、「市民一人１スポー

ツ」の実現を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

市民駅伝参加登録チーム数 チーム 89 90 

二王門登山レース参加登録者数 人 463 470 

スポーツ施設利用者数（年間） 人 235,721 240,000 

施策 

①生涯スポーツの振興 

・誰もが参加できるスポーツ大会・教室の開催により、レクリエーションの普及等を通じ

た体力の向上と健康な体づくりを推進 

・スポーツ推進委員の活動強化を図り地域スポーツ・生涯スポーツを普及 

・市民駅伝大会や二王門登山レース等、市の特色を生かした魅力ある大会を実施し、スポ

ーツ人口を拡大 

②競技スポーツの振興 

・（一財）綾部市スポーツ協会の活動を支援し、市民総合スポーツ大会の推進や四都市ス

ポーツ大会、京都府民総合体育大会への参加を通じた競技団体の活性化及び競技力を向

上 

・国際大会・全国大会に出場する個人、団体に激励金を支給し、競技スポーツ活動を支援 

③スポーツ環境の充実と交流促進 

・総合運動公園や市民センター等のスポーツ施設の充実に努め、各種大会を誘致するとと

もにスポーツ交流を促進 

・学校体育施設等、身近なスポーツ施設の有効活用により、地域のスポーツ活動を推進 

・スポーツ施設や学校施設等の使用料減免により、スポーツ少年団等の活動を支援 
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基本目標６ 計画を定め、輝かしいあしたをひらくまち 

 

１ 土地利用と市街地の形成 

都市機能の充実を図り魅力ある中心市街地を形成するとともに、農村地域の豊かな自然を生かし

た生活環境の保全により、誰もが快適に暮らせる持続可能なまちを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

地籍調査完了面積（累計） k㎡ 11.71 11.98 

あやべ桜が丘団地販売区画数（累計） 区画 444  456 

施策 

①計画的な土地利用 

・都市計画マスタープランに基づき、未来を見据えた総合的、計画的なまちづくりを推進 

・市民自らが地域の将来像を描き、まちづくりの計画やルールを定める市民協働のまちづ

くりを推進 

・広域交通ネットワークを生かした幹線道路沿道の土地利用の促進と都市機能の充実 

・安心して住み続けられる生活環境を確保するため、開発行為や土地造成の適正化と秩序

ある土地利用を推進 

・京都府景観資産登録制度等を活用した豊かな自然景観や文化的景観を保全 

・災害復旧をはじめ公共事業のスムーズな推進や民間の土地利用促進につながる地籍調査

を計画的に推進 

②市街地の整備 

・都市の骨格形成のため、環境、防災、安全に配慮した都市計画道路の計画的な整備を推

進 

・立地適正化計画に基づき、コンパクトアンドネットワークの都市構造を確立するため都

市機能の充実と居住環境の確保によりまちなかへの居住誘導を促進 

・中心市街地の活性化を図るため天神町駐車場跡地活用を検討するとともに、中心市街地

の低未利用地の活用を促進 

・グンゼ記念館・博物苑の近代化産業遺産とその周辺における地域の歴史と文化を刻む良

好な景観を保全 

③住環境の整備 

・あやべ桜が丘団地の早期完売を目指し、効率的で有効な広告宣伝活動を実施 

・老朽化した市営住宅の解体を進め、跡地の利活用を検討するとともに、建替団地及び借

上型市営住宅の整備を見直し、需要と供給の適正化を推進 

・関係団体との連携を強化し、民間所有地の産業用地・住宅用地への流動化を促進 
 

 

基本目標６ 計画を定め、輝かしいあしたをひらくまち 
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主な関連個別計画 

■綾部市都市計画マスタープラン ■綾部市立地適正化計画 

■綾部市営住宅基本計画 ■綾部市営住宅等長寿命化計画 

■綾部市公共建築物個別施設計画  
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２ 道路・公園の整備 

広域幹線道路網の整備促進及び生活道路の計画的な整備や適切な維持管理に努め、歩行者や車が

安全で快適に移動できる道路環境の実現を目指します。 

また、遊びや憩いの場、災害時の避難場所となる公園の保全と活用により潤いのある生活環境の

実現を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

橋りょう長寿命化修繕計画に基づく橋りょう

補修数（累計） 
橋 21 34 

公園施設長寿命化計画に基づく都市公園遊具

更新率（累計） 
％ 67.8 78.0 

施策 

①広域幹線道路網の整備促進 

・京都府北部地域の高速道路ネットワークを充実するため、京都縦貫自動車道の４車線化

整備を促進 

・国道27号整備促進期成同盟会と連携し、国道27号の早期改良整備を促進 

・福知山綾部線や小浜綾部線、綾部大江宮津線、舞鶴和知線、綾部美山線等の主要地方道

及び上杉和知線等の一般府道の早期整備を促進 

・四尾山南側地域のまちづくりを進めるため、安場田野線、三俣綾部線、広野綾部線等か

らなる綾部環状道路の実現に向けた取組を促進 

②生活道路の整備 

・市道の計画的な整備や老朽化対策を推進 

・野田須知山線や高津小貝線の幹線道路整備を推進 

・段差解消や歩車道分離等、バリアフリー化に努めるとともに、通学路等の交通安全施設

整備を推進 

・綾部市橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋りょうの整備を推進 

③公園の整備 

・都市公園施設等のニーズに合った整備と維持管理により、快適で安全な環境の向上を推

進 

・都市公園の維持管理における住民との協働を推進 

・美しい景観と豊かな自然環境を有する京都丹波高原国定公園を保全・活用 
 

主な関連個別計画 

■綾部市橋りょう長寿命化修繕計画 ■綾部市公園施設長寿命化計画 
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３ 公共交通の充実 

あやバスの安全で利便性の高い運行を推進するとともに、交通空白地有償運送の運行支援により

ラストワンマイルの移動手段の確保や将来にわたり持続可能な公共交通の確保に努めます。 

また、鉄道の利用促進を図り、誰もが利用しやすい公共交通ネットワークの構築を目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

あやバス乗車人数（年間） 人 175,149    177,000 

鉄道利用通学費補助金利用者数（年間） 人 29 40 

施策 

①バス運行の充実 

・あやバスの安定的な運行の確保と利便性の向上 

・鉄道へのスムーズな乗換等、鉄道事業者との連携を推進 

・中学生以下のあやバス運賃無料化などにより、子どもの利用を促進 

②鉄道の充実 

・鉄道利用通学費補助事業や子どもの公共交通乗車体験等により、鉄道利用を促進 

・利用しやすいダイヤ編成、駅のサービス向上等を促進 

・ＪＲ園部駅からＪＲ綾部駅間の複線化を促進 

・山陰新幹線の早期実現を促進 

③ラストワンマイルの移動支援 

・交通空白地有償運送実施団体への支援 

・タクシー事業者等の地域交通事業者との連携を推進 

・地域公共交通計画に基づき、地域ニーズに沿った新たな交通手段を検討 
 

主な関連個別計画 

■綾部市地域公共交通計画  
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４ 上下水道の運営と整備 

安全で強靭かつ持続可能な水道事業の運営に努め、市民に安全で安心な水を安定的に供給します。 

また、市民の生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図るため、新綾部市水洗化総合計画を基

本に地域の特性に応じた手法で、計画的・効率的な整備の推進により、水洗化の普及拡大に努め、

快適で住みよい環境づくりを目指します。 

目標指標 

指 標 単位 現況値（R6） 目標値（R12） 

上水道管布設替え延長（５か年累計） ｍ 
9,302 

(R2～R6) 
10,000  

汚水処理人口普及率 ％ 87.3 89.2 

水洗化率 ％ 78.7 80.2 

施策 

①上水道の運営と整備 

・老朽化した施設・設備について適切な施設配置を検討し、更新や耐震化等を推進 

・水質検査計画に基づき、水質管理の徹底による安全・安心な水を供給 

・配水施設改良工事や公共下水道工事に合わせ、老朽管の布設替えを計画的に推進 

・緊急対応時の人員体制や必要資材の確保と、関係機関や水道関連事業者との協力体制の

確立等、危機管理体制を充実 

・上水道事業の健全な経営を推進 

②公共下水道の整備 

・公共下水道計画区域における効率的な下水道の整備を推進 

・綾部市下水道ストックマネジメント計画に基づき、綾部浄化センター等を改築更新 

・供用開始済地域における未接続家屋の早期水洗化に向けて啓発 

・処理場における適正な水質管理を推進 

③農業集落排水の運営 

・処理場における適正な水質管理と、未接続家屋の水洗化に向けて啓発 

・施設全体の長寿命化と適切な維持管理を推進 

④合併処理浄化槽の整備 

・公共下水道計画区域内で、当分の間整備が見込まれない地域において、合併処理浄化槽

（個人設置型）による水洗化を促進 

・集合処理計画区域以外の地域において、特定地域生活排水処理事業（市町村設置型）に

より、市が合併処理浄化槽を設置し、水洗化を促進 

⑤下水道事業会計の健全化 

・下水道事業の健全な財政運営を推進 
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主な関連個別計画 

■綾部市水道事業ビジョン ■新綾部市水洗化総合計画 

■綾部市下水道ストックマネジメント計画 ■綾部市下水道事業経営戦略 

 



 

 

 


